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大
都
研
究
の
現
状
と
課
題

は
じ
め
に

周
知
の
よ
う
に
、
現
在
の
中
華
人
民
共
和
国
白
首
都
で
あ
る
北
京
の
祖
型
こ

そ
、
元
朝
の
世
祖
ク
ピ
ラ
イ
(
=
二
五

i
九
四
)
の
時
代
に
建
設
さ
れ
た
、

大
都
で
あ
る
。
こ
の
大
都
、
ひ
い
て
は
北
京
研
究
は
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
に
進

め
ら
れ
で
き
た
り
か
。
首
都
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
程
度
の
興
味
関
心
が
注
が

れ
て
は
き
た
も
の
の
、
新
宮
学
に
よ
る
、
「
日
本
の
北
京
研
究
を
み
る
と
、
す

で
に
多
〈
の
蓄
積
を
も
っ
長
安
・
洛
陽
研
究
や
開
封
研
究
に
比
べ
る
と
け
っ
し

て
活
発
だ
と
は
言
い
難
い
状
況
に
あ
る
」
と
の
指
摘
が
北
京
の
み
な
ら
ず
大
都

に
お
い
て
も
通
用
す
る
よ
う
に

(
1
)
、
活
発
な
議
論
が
取
り
交
わ
さ
れ
て
い
る

と
は
必
ず
し
も
言
い
難
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
最
近
頓
に
進
展
著
し
い
中
闘
の

他
の
時
代
の
都
市
研
究
や
、
イ
ス
ラ
i
ム
・
日
本
等
の
他
地
域
の
都
市
研
究
と

比
較
し
て
み
て
も
、
元
の
大
都
に
も
ま
だ
研
究
す
べ
き
余
地
は
存
在
す
る
と
考

え
る
。本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
大
都
研
究
を
振
り
返
り
、
問
題
点
を
析
出
す
る
こ

と
で
、
今
後
の
大
都
研
究
の
方
向
性
を
模
索
し
て
い
き
た
い
。
さ
し
あ
た
り
研

究
の
回
顧
に
あ
た
っ
て
、
一
つ
は
都
城
の
設
計
と
建
物
の
配
置
に
つ
い
て
、
一

つ
は
大
都
の
歴
史
的
位
置
づ
け
に
関
し
て
と
い
う
二
つ
の
柱
軸
を
設
定
し
て
考

渡

辺

健

哉

え
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
。

大
都
の
都
市
空
聞
に
関
宮
る
研
究

ー
中
華
人
民
共
和
国
成
立
以
前
の
研
究
を
中
心
に

大
都
の
都
市
空
間
を
論
じ
る
過
程
で
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
議
論
の
姐
上

に
上
げ
ら
れ
て
き
た
白
は
、
平
面
プ
ラ
ン
の
問
題
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て

論
点
は
大
吉
く
二
つ
に
絞
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

I

宮
城
が
極
端
に
南
偏
し
て
い
る
こ
と
。

H

城
門
の
数
が
『
周
礼
』
プ
ラ
ン
と
は
組
蹄
す
る
十
一
円
で
あ
る
こ
と
。

こ
こ
で
は
特
に
、
大
都
研
究
に
お
い
て
、
唯
一
活
発
な
議
論
が
取
り
交
わ
さ
れ

た
問
題
と
い
え
る
I
に
つ
い
て
研
究
史
を
整
理
し
て
い
き
た
い
。

ー
の
問
題
に
つ
き
、
ま
ず
先
鞭
を
つ
け
た
の
が
、
藤
田
元
春
「
都
城
考
」

(
『
尺
度
綜
考
』
万
江
書
院
、
一
九
二
九
年
)
と
那
波
利
貞
「
支
那
首
都
計
画
史

上
よ
り
考
察
し
た
る
唐
の
長
安
城
」
(
『
桑
原
博
士
還
暦
記
念
東
洋
史
論
叢
』
弘

文
堂
、
一
九
三
一
年
)
で
あ
る
。
か
れ
ら
は
あ
く
ま
で
中
国
の
都
城
全
般
の
特

徴
を
語
る
上
で
大
都
に
つ
い
て
注
目
し
た
の
で
あ
る
が
、
の
ち
に
議
論
と
な
る

論
点
を
す
で
に
提
示
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
大
都
の
宮
城
が
南
偏
し
て
い
る
こ

と
、
そ
し
て
そ
れ
が
中
国
古
代
の
国
都
造
営
に
あ
た
っ
て
理
想
と
な
る
、
『
周
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礼
』
の
玉
城
モ
デ
ル
に
基
づ
く
こ
と
の
二
点
を
指
摘
し
た
。
『
周
礼
』
モ
デ
ル

と
は
、
中
心
に
宮
城
を
配
し
、
そ
の
南
に
朝
廷
、
北
に
市
場
、
皇
帝
が
南
面

し
た
際
の
東
に
宗
廟
、
西
に
社
榎
、
そ
し
て
宮
城
の
左
右
に
民
家
を
建
築
さ
せ

る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
特
に
那
波
論
文
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
以
後
の
研
究

は
、
大
都
が
『
周
礼
』
モ
デ
ル
と
適
合
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
否
か
'
と
い
う
点

を
軸
に
し
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
く
。

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
村
田
治
郎
・
駒
井
和
愛
山
根
徳
太
郎
の
諸
論
考

に
よ
っ
て
、
さ
ら
な
る
議
論
の
深
化
が
試
み
ら
れ
た
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
彼

ら
は
み
な
東
洋
史
学
を
専
門
と
す
る
研
究
者
で
は
な
い
。
村
田
は
東
洋
建
築

学
、
駒
井
は
東
洋
考
古
学
、
山
根
は
日
本
考
古
学
の
研
究
者
で
あ
っ
た
。
あ

え
て
彼
ら
に
共
通
点
を
見
出
せ
ば
、
北
京
乃
至
は
中
国
滞
在
の
経
験
を
有
す
る

こ
と
で
あ
る
。
村
田
は
大
正
十
三
年
(
一
九
二
四
)
四
月
に
南
満
洲
鉄
道
株
式

会
社
に
入
社
、
そ
の
の
ち
当
時
は
大
連
に
あ
っ
た
南
満
洲
工
業
専
門
学
校
教
授

に
就
任
し
、
塵
溝
橋
事
件
が
勃
発
す
る
直
前
の
昭
和
十
二
年
(
一
九
三
一
七
)
四

月
に
、
講
師
と
し
て
京
都
帝
国
大
学
工
学
部
に
着
任
す
る
ま
で
の
十
三
年
間
満

州
に
勤
務
し
て
い
た

(
2
)
。
駒
井
は
昭
和
三
年
よ
り
約
一
年
問
、
山
根
も
昭
和

十
六
年
よ
り
約
一
年
間
、
そ
れ
ぞ
れ
北
京
に
留
学
し
て
い
る
(
主
。
こ
の
中
国

で
の
生
活
経
験
が
、
そ
こ
に
幾
何
か
の
時
代
状
況
が
刻
印
さ
れ
て
い
る
に
せ

よ
、
都
市
の
プ
ラ
ン
に
思
い
を
い
た
す
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
考
え
る
の
は
想

像
に
難
く
な
い
。
こ
う
し
た
三
人
に
よ
る
研
究
は
、
大
都
が
建
築
学
や
考
古
学

の
視
点
か
ら
み
て
も
魅
力
的
な
研
究
対
象
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
つ
つ
も
、
ま

た
そ
の
反
面
、
大
都
研
究
の
出
発
に
際
し
て
は
、
歴
史
学
的
見
地
か
ら
の
検
討

が
な
さ
れ
な
か
っ
た
事
実
を
も
物
語
っ
て
い
る
。
か
れ
ら
が
一
様
に
問
題
と
し

た
り
は
宮
城
が
南
偏
し
た
理
由
で
あ
る
。

ま
ず
村
田
治
郎
「
元
・
大
都
に
お
け
る
平
面
図
形
の
問
題
」
(
『
満
洲
学

報
』
三
、
一
九
三
四
年
。
の
ち
改
題
増
補
し
て
『
中
国
の
帝
都
』
綜
芸
社
、

一
九
八
一
年
、
所
収
)
は
、
遊
牧
民
族
が
使
う
移
動
式
簡
易
テ
ン
ト

i
オ
ル
ド

ー
の
設
置
形
態
と
の
類
似
か
ら
、
「
大
都
の
宮
城
の
一
郭
は
モ
ン
ゴ
ル
人
の
オ

ル
ド
ゥ
の
制
を
応
用
し
、
南
端
部
の
中
央
地
域
を
占
め
た
形
に
な
る
よ
う
に
、

都
城
平
面
図
を
構
成
し
た
」
と
い
う
結
論
を
導
き
、
『
周
礼
』
モ
デ
ル
を
否
定

し
て
宮
城
南
偏
の
理
由
を
モ
ン
ゴ
ル
人
の
慣
習
に
帰
結
さ
せ
た
。
村
田
の
着
想

は
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
師
の
実
見
し
た
、
オ
ル
ド
の
記
録
を
論
拠
と
し
た
た
め
、

そ
こ
に
い
さ
さ
か
目
論
理
的
飛
躍
が
生
じ
て
い
る
感
は
百
め
な
い
。
の
ち
に
紹

介
す
る
侯
仁
之
に
い
た
っ
て
は
、
村
田
説
を
「
素
強
付
会
」
と
評
す
る
。
た
だ

し
、
現
華
島
付
近
に
宮
械
を
建
設
し
た
、
と
い
う
こ
と
に
着
目
し
た
点
は
評
価

す
べ
き
で
、
後
述
す
る
よ
う
に
杉
山
正
明
の
立
論
に
も
影
響
を
与
え
た
。

村
田
説
に
対
し
、
明
確
な
反
論
を
提
示
し
た
の
が
駒
井
和
愛
「
元
の
上
都
並

び
に
大
都
の
平
面
に
つ
い
て
」
(
『
東
亜
論
叢
』
三
、
一
九
四

O
年
。
の
ち
『
中

国
都
城
・
湖
海
研
究
』
雄
山
閣
出
版
、
一
九
七
七
年
、
所
収
)
で
あ
る
。
駒

井
は
、
現
華
島
を
宮
城
内
に
取
り
入
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
都
城
の
平
面

は
必
然
的
に
地
図
で
示
さ
れ
る
よ
う
な
も
の
に
な
る
と
述
べ
、
さ
ら
に
そ
の
下

敷
き
に
な
っ
た
も
の
と
し
て
『
周
礼
』
考
工
記
匠
人
営
園
の
条
を
挙
げ
、
「
劉

乗
忠
は
さ
き
に
上
都
に
お
い
て
唐
の
長
安
城
に
み
る
が
ご
と
き
都
城
を
築
い
た

の
で
あ
る
が
、
つ
い
で
大
都
を
営
む
に
当
っ
て
は
主
と
し
て
周
の
王
城
制
に
な

ら
っ
た
も
の
と
想
わ
れ
る
の
で
あ
る
」
と
結
ぶ
。
村
田
駒
井
は
、
南
偏
由
理

由
を
探
し
求
め
る
と
こ
ろ
か
ら
出
発
し
、
前
提
と
し
て
そ
こ
に
存
在
し
た
で
あ

ろ
う
何
ら
か
の
ノ
ル
ム
を
見
出
そ
う
と
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
山
根
徳
太
郎
「
元
『
大
都
』
の
平
面
配
置
」
(
『
人
文
研
究
』

一
二
、
一
九
四
九
年
)
は
、
『
周
礼
』
が
都
城
の
建
設
に
あ
た
り
、
強
い
拘
束

力
を
持
っ
て
い
た
の
か
と
い
う
疑
問
か
ら
出
発
し
、
大
都
の
平
面
配
置
を
決
定



"~..~..~-...，，-~ 十一一

522 

し
た
の
は
、
地
理
的
条
件
だ
っ
た
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
北
京
に
お
け
る
虫
宣
闘

な
湖
沼
地
帯
と
地
下
水
脈
の
発
達
が
「
元
の
皇
帝
の
心
を
離
れ
が
た
く
つ
な
ぎ

と
め
て
し
ま
っ
た
」
と
述
べ
る
。
都
城
の
営
置
が
ノ
ル
ム
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ

る
の
で
は
な
く
、
自
然
条
件
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
と
い
う
見
解
は
、
山
根
が

日
本
考
古
学
の
研
究
者
で
あ
っ
た
た
め
か
、
ま
た
は
都
城
プ
ラ
ン
の
選
定
に
際

L
絶
対
視
さ
れ
た
『
周
礼
』
を
否
定
す
る
大
胆
な
発
想
で
あ
っ
た
た
め
か
、
と

に
か
く
こ
れ
ま
で
の
大
都
研
究
に
お
い
て
は
ほ
ぼ
無
視
さ
れ
て
き
た
と
い
っ
て

も
過
言
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
自
然
条
件
を
大
都
選
定
の
理
由
に
す
る
山

根
説
は
、
引
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
が
、
の
ち
に
侯
仁
之
ら
の
中
国
人
研
究
者

に
よ
っ
て
立
証
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

一
方
、
一
九
四
九
年
以
前
の
中
華
民
国
期
に
目
を
転
ず
れ
ば
、
復
元
研
究
の

ほ
う
に
力
点
が
置
か
れ
て
い
た
。
先
駆
的
な
業
績
と
し
て
は
、
奉
寛
「
燕
京
故

城
考
」
(
『
燕
京
学
報
』
五
、
一
九
二
九
年
)
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
は
遼
・
金
・

元
・
明
代
に
至
る
北
京
の
建
物
の
配
置
を
復
元
し
た
研
究
で
あ
る
。
数
多
く
の

史
料
を
利
用
し
て
場
所
を
確
定
す
る
本
格
的
な
研
究
は
こ
こ
か
ら
始
ま
っ
た
と

い
え
る
。
中
で
も
特
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
の
が
中
国
営
造
学

社
で
あ
る
。

中
国
営
造
学
社
は
、
朱
啓
鈴
を
代
表
に
中
国
建
築
史
を
専
門
と
す
る
学
会
と

し
て
一
九
二
九
年
に
設
立
さ
れ
た
。
中
国
営
造
学
祉
の
諸
氏
は
建
築
学
的
視
占

か
ら
の
復
元
研
究
と
、
文
献
史
料
か
ら
可
能
な
限
り
場
所
を
確
定
し
て
い
く

と
い
う
手
法
を
併
用
し
、
都
市
景
観
全
体
の
復
元
を
試
み
た
。
朱
啓
鈴
・
附
鐸

「
元
大
都
宮
苑
図
考
」
(
『
中
国
営
造
学
社
向
棄
却
刊
』
一
二
、
一
九
三
O
年
)
は

宮
殿
町
配
置
や
名
称
に
つ
い
て
(
丘
、
王
壁
文
コ
耳
大
都
城
坊
考
」
(
同
六
|

三
、
一
九
三
六
年
)
は
坊
の
位
置
に
つ
い
て
、
同
「
元
大
都
寺
観
廟
宇
建
置
沿

革
表
」
(
同
六
1
問
、
一
九
三
七
年
)
は
仏
寺
や
道
観
に
関
す
る
位
置
や
沿
革
に

つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か
に
し
た
。
同
時
期
に
発
表
さ
れ
た
朱
傑
『
元
大
都

宮
殿
図
考
」
(
商
務
印
書
館
、
一
九
三
六
年
)
も
同
じ
系
譜
に
位
置
づ
け
る
こ

と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
に
よ
っ
て
、
宮
殿
の
位
置
や
寺
観
の
場
所
が
詳

細
に
復
元
さ
れ
、
現
在
の
大
都
に
関
わ
る
研
究
に
お
い
て
も
必
読
文
献
と
な
っ

て
い
る
。
た
だ
し
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
中
国
営
造
学
社
と
い
う
学
術
団
体
四
世

格
上
、
歴
史
学
や
歴
史
地
理
学
の
視
点
で
は
な
〈
、
中
国
建
築
史
か
ら
の
ア
プ

ロ
ー
チ
と
い
え
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
注
意
し
て
お
き
た
い
。

2

大
都
の
発
掘
報
告
公
刊
以
後
の
研
究
在
中
心
に

一九一二

0
年
代
申
復
元
研
究
を
経
る
と
、
大
都
研
究
は
一
時
の
停
滞
期
を
迎

え
る
。
特
に
一
九
四
九
年
の
中
華
人
民
共
和
国
の
成
立
以
降
、
日
本
人
の
研
究

が
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
な
く
な
る
の
は
、
現
地
北
京
へ
の
往
来
が
以
前
よ
り
も

自
由
に
で
き
な
く
な
っ
た
点
を
一
要
因
と
し
て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ

う
。
中
国
人
研
究
者
も
か
つ
て
の
中
国
営
造
学
社
が
取
り
組
ん
だ
よ
う
な
情
熱

を
注
ぐ
こ
と
を
せ
ず
、
や
は
り
同
様
に
停
滞
を
迎
え
る
。
従
っ
て
大
吉
な
転
機

と
な
る
司
は
、
一
九
六

0
年
代
に
行
わ
れ
た
北
京
の
改
造
工
事
に
伴
う
発
掘
成

果
報
告
の
公
表
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

ま
ず
、
戦
前
か
ら
の
復
元
研
究
の
系
譜
を
継
ぐ
も
の
と
し
て
、
王
瑛
子
(
王

壁
文
の
字
)
と
越
正
之
の
論
考
が
挙
げ
ら
れ
る

(
5
)
。
王
瑛
子
「
元
大
都
城
平

面
規
剖
述
略
」
(
『
故
宮
博
物
院
院
刊
』
一
九
六
O
|
一
一
一
)
は
中
国
営
造
学
社
に

よ
る
一
連
の
論
考
を
踏
ま
え
た
復
元
研
究
の
域
を
脱
し
得
な
い
が
、
越
正
之
遺

著
「
元
大
都
平
面
規
剖
復
元
研
究
」
(
『
科
技
史
文
集
』
二
、
一
九
七
九
年
)
に

は
こ
れ
以
前
田
研
究
を
踏
ま
え
た
上
で
の
、
注
目
す
べ
き
見
解
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
る
(
旦
。
以
下
に
簡
単
に
内
容
を
紹
介
し
よ
う
。
従
来
は
明
清
北
京
城
の

中
軸
線
の
西
側
に
元
代
の
中
軸
線
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
が
一
致

す
る
と
見
通
し
た
。
こ
れ
は
の
ち
の
発
掘
報
告
と
も
合
致
す
る
。
ま
た
、
こ
れ
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ま
で
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
尚
書
省
、
礼
部
、
兵
部
、
刑
部
の
位
置
を
確
定

し
た
。
そ
し
て
、
大
都
は
正
し
い
長
方
形
で
は
な
く
、
東
側
城
壁
の
外
に
は
湖

沼
地
帯
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
避
け
た
た
め
、
左
右
対
称
に
は
な
っ
て
い
な
い
こ

と
を
述
べ
た
。
つ
ま
り
、
地
形
的
制
約
に
よ
っ
て
大
都
城
の
位
置
が
決
め
ら
れ

た
と
す
る
見
解
を
述
べ
た
の
で
あ
る
。
公
刊
さ
れ
た
年
次
か
ら
、
発
掘
報
告
と

の
関
連
性
や
、
徐
卒
芳
の
子
が
ど
こ
ま
で
加
わ
っ
て
い
る
か
不
明
な
と
こ
ろ
な

し
と
は
い
え
な
い
が
、
今
日
改
め
て
検
討
す
べ
き
点
も
数
多
い
。

と
こ
ろ
で
、
一
九
六

0
年
代
に
実
施
さ
れ
た
北
京
改
造
工
事
の
結
果
、
大

都
に
関
す
る
発
掘
報
告
が
公
表
さ
れ
た
。
中
で
も
一
九
六
八
年
、
立
体
交
差
を

作
る
た
め
西
直
門
を
撤
去
し
た
際
に
、
元
代
の
和
義
門
の
遺
跡
が
発
見
さ
れ

た
こ
と
は
大
都
研
究
に
お
い
て
一
大
転
機
で
あ
っ
た
。
こ
の
発
見
を
中
心
と
し

た
、
大
都
の
発
掘
報
告
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
成
果
が
、
中
国
科
学
院
考
古
研

究
所
・
北
京
市
文
物
管
理
処
元
大
都
考
古
隊
(
た
だ
し
直
接
執
筆
に
携
わ
っ
た

の
は
徐
苧
芳
)
「
元
大
都
的
勘
査
和
発
掘
」
(
『
考
古
』
一
九
七
二
つ
の
ち

徐
頭
(
卒
)
芳
『
中
国
歴
史
考
古
学
論
叢
』
、
免
震
文
化
公
司
、
一
九
九
五
年
、

所
収
)
で
あ
る
。
こ
の
論
考
に
よ
っ
て
考
古
学
的
成
果
も
ま
と
め
て
お
こ
う
。

ま
ず
実
測
の
結
果
、
周
囲
は
二
八
六

0
0メ
ー
ト
ル
で
、
中
軸
線
が
明
清

北
京
械
と
一
致
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
中
軸
線
は
南
城
壁
か
ら
麗
正

門
・
大
明
殿
・
延
春
闘
、
そ
し
て
宮
城
北
門
の
厚
栽
紅
門
を
貫
吉
、
大
天
寿

万
寧
寺
の
中
心
閣
ま
で
を
結
ぶ
線
で
、
こ
れ
と
は
別
に
そ
の
西
側
に
大
都
の
鼓

楼
鐘
楼
を
結
ぶ
線
の
延
長
線
上
に
も
大
街
が
存
在
し
た
。
つ
ま
り
大
都
城
の

中
心
を
境
に
南
北
を
貫
く
線
に
若
干
の
ズ
レ
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
高

梁
河
・
積
水
漕
・
通
恵
河
を
通
る
河
運
の
水
路
と
、
金
水
河
・
太
液
池
を
通
る

宮
城
の
用
水
路
と
の
二
つ
の
給
水
路
が
発
見
さ
れ
た
一
方
で
、
大
都
城
東
壁
の

中
部
と
西
壁
の
北
部
よ
り
排
水
路
が
発
見
さ
れ
た
。
排
水
路
の
発
見
は
大
都
城

内
を
水
が
循
環
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
、
大
都
の
位
置
選
定
の
理
由
に

関
わ
る
重
要
な
発
見
で
あ
っ
た
。

こ
の
発
掘
報
告
と
同
時
期
に
、
ー
の
問
題
に
つ
き
決
定
的
と
も
い
え
る
論
考

を
発
表
す
る
の
が
侯
仁
之
で
あ
る
。
近
代
中
国
を
代
表
す
る
歴
史
家
の
一
人
で

あ
る
願
額
剛
が
主
宰
し
た
高
責
学
会
か
ら
は
、
彼
の
薫
陶
を
受
け
た
歴
史
地

理
学
者
が
巣
立
っ
て
い
く
。
す
な
わ
ち
、
北
京
大
学
の
侯
仁
之
、
復
旦
大
学
の

語
其
麟
、
険
西
師
範
大
学
の
史
念
海
で
あ
る

(
7
)
。
各
人
は
そ
れ
ぞ
れ
の
赴
任

し
た
地
区
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
、
歴
史
地
理
学
研
究
を
精
力
的
に
進
め
て
い

く
。
早
く
か
ら
北
京
の
水
源
問
題
が
大
都
の
場
所
を
選
定
し
た
と
述
べ
て
い
た

侯
仁
之
が
、
こ
の
考
え
を
発
展
さ
せ
、
さ
ら
に
発
掘
報
告
も
踏
ま
え
て
大
都
の

平
面
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
全
面
的
に
論
じ
た
も
の
が
「
北
京
日
城
平
面
設
計
的
改

造
)
(
『
文
物
』
一
九
七
三
1
五
。
の
ち
『
歴
史
地
理
学
的
理
論
与
実
践
』
上
海

人
民
出
版
社
、
一
九
七
九
年
、
所
収
)
で
あ
る
。
侯
仁
之
は
、
大
都
城
の
位
置

決
定
に
あ
た
っ
て
は
、
金
の
離
宮
の
大
寧
宮
を
継
承
す
る
と
い
う
歴
史
的
要
因

と
、
当
初
利
用
さ
れ
て
い
た
蓮
河
池
水
系
を
放
棄
し
、
よ
り
水
量
の
豊
富
な
高

梁
河
水
系
を
宮
城
に
取
り
込
み
、
都
市
の
水
源
を
確
保
し
た
と
い
う
地
理
的
要

因
に
よ
り
決
定
さ
れ
た
と
述
べ
る
。
そ
し
て
皇
城
と
大
城
壁
が
作
ら
れ
て
か

ら
、
城
門
・
坊
巷
・
道
路
が
『
周
礼
』
考
工
記
匠
人
営
園
の
条
に
基
づ
い
て
平

面
プ
ラ
ン
が
組
み
立
て
ら
れ
た
と
す
る
。
侯
仁
之
の
論
考
で
特
筆
す
べ
き
は
、

大
都
城
の
平
面
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
、
『
毘
礼
』
考
工
記
匠
人
蛍
国
の
条
に
基
づ

い
た
古
代
の
理
想
プ
ラ
ン
を
、
地
理
的
条
件
と
結
び
つ
け
た
見
解
を
打
ち
出
し

た
点
に
あ
る
。

大
都
の
平
面
図
に
つ
い
て
は
美
術
史
家
の
興
味
も
引
い
た
よ
う
で
あ
る
。

印
耳
目
げ

R
b
F
E
E
n吋
印
百
円

N
E釦
ロ
ェ
叶
町
内

T
Z口
止
問
『

E
E
-皆
同
百
ロ
ョ
ω
同
ヨ
℃
耳
目
白
一

口
G
3
b
3
S
E
』
己
号

t
N
ω
(
巴
包
)
は
、
そ
れ
ま
で
の
研
究
成
果
を
丹
念
に
踏
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ま
え
、
大
都
は
モ
ン
ゴ
ル
的
要
素
の
み
に
止
ま
ら
ず
、
伝
統
中
国
の
都
市
プ
ラ

ン
を
反
映
し
、
そ
の
都
市
計
画
の
淵
源
が
宋
の
開
封
・
金
の
中
都
に
求
め
ら
れ

る
と
す
る
。
一
方
で
福
田
美
穂
「
元
大
都
の
皇
城
に
見
る
『
モ
ン
ゴ
ル
』
的
要

素
の
発
現
」
(
『
仏
教
襲
術
』
二
七
二
、
二

O
O四
年
)
は
こ
れ
ま
で
の
研
究
を

踏
ま
え
て
多
く
の
論
点
を
提
示
す
る
。
特
に
、
広
範
な
都
城
で
は
な
く
、
大
都

の
皇
城
が
オ
ル
ド
の
配
置
法
に
よ
っ
て
影
響
を
与
え
ら
れ
た
と
す
る
指
摘
は
前

述
の
村
田
の
研
究
と
も
併
せ
て
興
味
深
い
。
そ
し
て
結
論
と
し
て
、
大
都
皇
城

が
漢
文
化
の
物
質
的
側
面
を
受
け
入
れ
つ
つ
も
、
自
分
た
ち
の
制
度
や
習
慣
に

も
川
と
づ
い
川
て
造
り
出
さ
れ
た
空
間
で
あ
っ
た
と
す
る
。
こ
の
両
者
の
遣
い
は
、

大
都
が
モ
ン
ゴ
ル
的
な
も
の
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
の
か
、
漢
民
族
的
な
も
の

に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
の
か
を
検
討
す
る
点
に
あ
る
だ
ろ
う
。

最
後
に
現
時
点
で
の
最
新
の
復
元
研
究
と
し
て
、
楊
寛
『
中
国
古
代
都
城
制

度
史
研
究
』
(
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
三
年
)
を
挙
げ
て
お
く
。
本
書
は

中
国
の
都
市
構
造
に
関
し
て
著
し
た
通
史
で
、
「
下
編
六
元
大
都
和
明
清

北
京
布
局
結
構
的
襲
化
」
が
元
の
大
都
か
ら
明
滑
北
京
城
に
つ
い
て
通
観
し
て

い
る
。
後
述
す
る
問
題
点
が
や
は
り
ま
だ
存
在
す
る
と
は
い
え
、
『
析
津
志
輯

侠
』
等
の
現
在
見
る
こ
と
が
可
能
な
史
料
に
よ
る
復
元
研
究
は
ほ
ぼ
完
成
さ
れ

た
と
言
っ
て
も
よ
い
。

以
上
概
観
し
て
き
た
よ
う
に
、
日
本
で
は
平
面
プ
ラ
ン
の
起
源
を
検
討
す
る

こ
と
に
注
目
が
集
め
ら
れ
て
き
た
一
方
で
、
中
国
で
は
主
に
復
元
研
究
が
中
心

と
な
っ
た
。
紹
介
し
て
き
た
論
考
に
よ
っ
て
、
大
都
の
あ
る
一
時
期
の
平
面
図

が
描
け
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
大
き
な
成
果
と
い
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ

れ
ら
の
研
究
は
、
い
わ
ば
レ
イ
ア
ウ
ト
に
拘
泥
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
大
都

建
設
の
要
因
や
そ
の
歴
史
的
意
義
に
つ
い
て
の
論
及
は
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
こ

な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、

ζ

こ
ま
で
紹
介
し
た
研
究
は
歴
史
地
理
学
考
古

学
・
建
築
史
学
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
り
、
元
朝
史
を
専
門
と
す
る
研
究
者

が
大
都
に
つ
い
て
の
論
考
を
発
表
し
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
。
そ
こ

で
節
を
改
め
て
、
次
に
歴
史
学
の
立
場
か
ら
大
都
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て

き
た
の
か
に
つ
い
て
、
三
人
の
論
考
を
取
り
上
げ
て
い
き
た
い
。

大
都
の
歴
史
的
位
置
づ
け
に
関
す
る
研
究

こ
れ
ま
で
挙
げ
て
き
た
研
究
者
の
中
に
、
元
朝
史
を
専
門
と
し
て
研
究
し
た

人
は
い
な
い
。
ほ
ぽ
唯
一
の
例
外
が
、
北
京
を
地
政
学
的
に
考
察
し
た
、
田
村

実
造
「
歴
史
上
か
ら
み
た
北
京
の
国
都
性
」
(
『
史
林
』
二
八
三
二
九
四
三

年
。
の
ち
改
題
・
補
訂
し
て
『
中
国
征
服
王
朝
の
研
究
中
』
東
洋
史
研
究

会
、
一
九
七
一
年
、
所
収
)
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
金
か
ら
清
ま
で
の
北
京
地
区

を
概
観
し
、
北
方
民
族
と
漢
民
族
と
の
相
互
関
係
を
充
足
さ
せ
る
位
置
に
あ
っ

た
北
京
に
は
、
北
ア
ジ
ア
的
な
も
の
と
中
国
的
な
も
の
と
の
複
合
し
た
姿
が
投

影
さ
れ
て
い
た
と
す
る
。
た
だ
し
こ
れ
も
北
京
を
通
観
し
た
も
の
で
あ
る
た

め
、
大
都
の
専
論
は
、
一
九
六
六
年
に
発
表
さ
れ
た
愛
宕
松
男
の
論
説
ま
で
待

た
ね
ば
な
ら
な
い
。
以
下
で
は
、
三
人
の
元
朝
史
H
モ
ン
ゴ
ル
時
代
史
研
究
者

の
大
都
に
関
す
る
論
考
の
内
容
を
紹
介
し
て
い
く
こ
と
と
し
よ
う
。

1

愛
宕
松
男
「
元
の
大
都
」
(
『
歴
史
教
育
』
一
四

i
一
二
、
一
九
六
六
年
。

の
ち
『
愛
宕
松
男
東
洋
史
学
論
集
四
』
三
一
盟
国
房
、
一
九
八
八
年
、
所

収
)

原
載
誌
『
歴
史
教
育
』
当
該
号
が
中
国
の
歴
史
的
都
市
の
特
集
で
あ
っ
た
た

め
、
編
集
部
か
ら
の
依
頼
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
お
そ

ら
く
は
枚
数
制
限
の
関
係
か
ら
で
あ
ろ
う
、
コ
ン
パ
ク
ト
な
も
の
と
な
っ
て
い

る
が
、
随
所
に
鋭
い
知
見
を
披
涯
し
て
い
る
点
は
見
逃
せ
な
い

(
8
)
。

愛
宕
論
文
で
は
、
カ

l
ン
継
承
を
め
ぐ
る
紛
争
に
よ
っ
て
、
フ
ピ
ラ
イ
の
下
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に
東
方
モ
ン
ゴ
ル
政
権
が
樹
立
し
た
と
す
る
、
政
治
史
の
推
移
の
中
に
大
都
建

設
を
位
置
づ
け
た
点
、
及
び
、
ラ
マ
教
の
影
響
下
で
大
都
が
建
設
さ
れ
、
伝

統
を
無
視
し
た
建
設
と
み
な
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
後
者
は
明
確
に
述

べ
て
は
い
な
い
も
の
の
、
『
周
礼
』
プ
ラ
ン
に
対
し
て
の
否
定
的
見
解
の
表
明

で
あ
っ
た
と
付
度
さ
れ
る
。
ま
た
、
大
都
域
内
外
の
繁
栄
、
大
都
・
上
都
町
二

都
制
度
の
二
点
に
つ
曹
い
ち
早
く
注
目
し
て
い
た
点
は
興
味
深
い
。
そ
し
て
結

論
と
し
て
、
大
都
の
営
建
を
転
機
と
み
な
し
、
大
都
に
都
を
定
め
た
こ
と
に
よ

り
、
漢
地
が
優
位
に
な
っ
た
こ
と
を
説
く
。

さ
ら
に
、
愛
宕
論
文
で
は
じ
め
て
H
の
城
門
の
問
題
に
つ
い
て
新
見
解
が
提

示
さ
れ
た
。
城
門
の
数
が
十
一
門
と
い
う
半
端
な
数
で
あ
っ
た
の
は
、
那
時
太

子
の
加
護
を
求
め
た
か
ら
で
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
発
表
当
初
、
こ
の

説
が
他
者
に
よ
り
検
討
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
。
し
か
し
、
大
都
が
那
時
太
子
を

象
っ
た
も
白
で
あ
る
と
い
う
説
は
、
む
し
ろ
中
国
で
受
容
さ
れ
た
。
次
に
紹
介

す
る
陳
高
華
『
元
大
都
』
で
は
、
愛
宕
と
は
異
な
る
史
料
を
用
い
て
、
向
じ
結

論
に
到
達
し
て
い
る
。
愛
宕
の
議
論
を
深
化
さ
せ
、
特
に
明
代
を
検
討
対
象
と

し
、
こ
の
北
京
城
建
設
の
伝
説
が
民
間
伝
承
と
し
て
受
容
さ
れ
て
い
く
経
緯
を

詳
述
し
た
の
が
、
陳
開
宇
霧
『
劉
伯
温
与
嚇
時
城

l
|北
京
建
城
的
伝
説
』
(
東

大
図
書
公
司
、
一
九
九
六
年
)
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
近
年
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
子
希
賢
「
『
周
易
』
象
数
与
元

大
都
規
画
布
局
」
(
『
故
宮
博
物
院
院
刊
』
一
九
九
九

l
一
一
)
が
「
周
易
』
に
基

づ
き
説
明
を
加
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
『
周
易
』
に
対
す
る
造
詣
が
深
か
っ

た
劉
乗
忠
が
、
大
都
.
フ
ラ
ン
を
描
く
際
に
そ
の
思
想
を
反
映
さ
せ
た
と
す
る
。

『
周
易
』
に
よ
れ
ば
、
天
地
の
中
和
の
数
が
十
一
に
な
る
た
め
、
門
の
数
が

十
一
に
な
っ
た
と
述
べ
る
。
し
か
し
ま
た
一
方
、
金
文
京
「
書
評
陳
皐
霧

『
劉
伯
温
与
嚇
時
城

1
l北
京
建
域
的
伝
説
』
」
(
『
東
洋
史
研
究
』
五
八

一
、
一
九
九
九
年
)
は
、
呪
術
的
も
し
く
は
風
水
的
意
味
と
の
関
連
を
指
摘
し

て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
城
門
の
数
に
関
し
て
は
、
那
時
太
子
伝
説
に
加
え

て
、
新
た
に
『
周
易
』
や
風
水
の
影
響
が
及
ん
で
い
た
と
す
る
見
解
も
提
示
さ

れ
、
い
ま
だ
決
着
し
て
い
な
い
の
が
現
状
と
い
え
る
。

こ
う
し
た
城
門
の
問
題
白
み
な
ら
ず
、
愛
宕
論
文
は
次
代
の
研
究
に
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
。
大
都
城
外
の
繁
栄
に
つ
い
て
は
、
渡
辺
健
哉
「
元
代
の
大

都
南
城
に
つ
い
て
」
(
『
集
刊
東
洋
学
』
八
二
二
九
九
九
年
)
に
示
唆
を
与
え
、

ま
た
二
都
を
包
括
し
た
空
間
を
「
首
都
圏
」
と
捉
え
た
杉
山
正
明
の
一
連
の
著

書
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

2

陳
高
華
『
元
大
都
』
(
北
京
出
版
社
、
一
九
八
二
年
。
の
ち
佐
竹
靖
彦

に
よ
り
『
元
の
大
都
|
l
t
マ
ル
コ
ポ
l
ロ
時
代
の
北
京
』
中
公
新
書
、

一
九
八
四
年
、
と
し
て
訳
出
)

一
九
七
六
年
十
月
に
所
謂
「
四
人
組
」
が
逮
捕
さ
れ
、
文
化
大
草
命
が
実
質

的
に
終
意
を
迎
え
、
中
国
で
新
た
な
研
究
叩
胎
動
が
見
ら
れ
た
一
九
八

0
年
代

前
半
に
至
り
、
大
都
研
究
の
集
大
成
と
も
い
え
る
陳
高
華
『
元
大
都
』
が
発
表

さ
れ
た
。
以
下
で
簡
単
に
内
容
を
紹
介
し
て
い
く
。

第
一
章
「
大
都
建
成
以
前
的
北
京
」
で
は
、
殿
代
の
前
械
か
ら
説
き
起
こ

し
、
転
機
と
し
て
の
遼
の
副
都
燕
京
、
金
の
中
都
を
説
明
す
る
。
第
二
章
「
大

都
械
的
建
造
過
程
」
で
は
、
大
都
建
設
の
理
由
と
し
て
、
金
の
中
都
を
改
造

す
る
に
は
、
戦
災
の
被
害
が
甚
大
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
用
水
間
逼
を
挙
げ
て
い

る
。
ま
た
、
大
都
建
設
の
中
心
人
物
は
劉
乗
忠
と
指
摘
す
る
。
第
三
章
「
大
都

的
布
局
」
で
は
、
十
一
門
の
理
由
を
那
時
太
子
伝
説
に
求
め
、
整
然
と
し
た
都

市
プ
ラ
ン
を
強
調
す
る
。
第
四
章
「
大
都
的
政
治
生
活
」
で
は
、
大
都
の
管
理

機
構
I
C
、
大
都
に
お
け
る
政
治
事
件
に
つ
い
て
論
じ
る
。
第
五
章
「
大
都
的
経

済
生
活
」
で
は
、
大
都
に
お
け
る
農
業
、
手
工
業
の
生
産
力
は
低
か
っ
た
も
の
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の
、
そ
れ
が
商
人
の
活
動
に
よ
っ
て
補
わ
れ
た
と
す
る
。
第
六
章
「
大
都
的
文

他
生
活
」
で
は
中
国
の
伝
統
宗
教
の
み
な
ら
ず
、
イ
ス
ラ
ム
教
等
の
建
築
物
が

大
都
に
存
在
し
た
こ
と
を
述
べ
、
併
せ
て
芸
術
文
学
・
科
学
に
つ
い
て
紹
介

す
る
。
第
七
章
「
元
末
農
民
戦
争
中
的
大
都
」
は
元
朝
の
崩
壊
か
ら
朱
元
障
の

登
場
ま
で
を
概
観
す
る
。

各
章
題
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
検
討
は
広
範
囲
に
及
ぶ
。
こ
れ

ま
で
見
落
と
さ
れ
て
き
た
文
集
は
勿
論
、
同
じ
く
ほ
と
ん
ど
利
用
さ
れ
る
こ
と

の
な
か
っ
た
、
各
種
の
詩
文
を
引
用
し
な
が
ら
大
都
自
社
会
的
状
況
に
つ
い
て

全
面
的
に
詳
述
し
て
い

t
。
こ
の
書
の
出
現
に
よ
っ
て
大
都
研
究
は
新
た
な
段

階
を
迎
え
、
以
後
は
よ
り
精
徽
な
分
析
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
『
元

大
都
』
発
表
後
も
陳
高
撃
は
大
都
に
関
す
る
社
会
史
的
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
の
論

考
を
発
表
し
て
、
大
都
研
究
を
深
化
し
て
い
る
。

3

杉
山
正
明
「
ウ
ピ
ラ
イ
と
大
都

l
lモ
ン
ゴ
ル
型
『
首
都
圏
』
と
世
界
帝

都
」
(
梅
原
郁
[
編
〕
『
中
国
近
世
の
都
市
と
文
化
』
京
都
大
学
人
文
科
学

研
究
所
、
一
九
八
四
年
。
の
ち
副
題
を
付
し
、
増
補
し
て
『
モ
ン
ゴ
ル
帝

国
と
大
元
ウ
ル
ス
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二

O
O四
年
、
所
収
)

『
元
大
都
』
発
表
を
う
け
て
、
大
都
に
つ
い
て
の
見
解
を
提
示
し
た
も
の
が
、

現
在
の
日
本
で
モ
ン
ゴ
ル
時
代
史
研
究
を
リ
ー
ド
し
て
い
る
、
杉
山
正
明
に
よ

る
「
ク
ピ
ラ
イ
と
大
都
」
で
あ
る
。
こ
白
論
文
で
は
以
下
に
紹
介
す
る
よ
う

に
、
そ
の
時
点
ま
で
自
問
題
点
が
簡
潔
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
ず
、
な
ぜ
燕
京
地
区
(
の
ち
の
大
都
)
に
都
が
置
か
れ
た
か
と
い
う
問

題
に
は
、
(
二
こ
の
地
が
す
で
に
非
漢
族
政
権
の
中
心
都
市
で
あ
っ
た
こ
と
、

(
二
)
モ
ン
ゴ
ル
自
体
が
す
で
に
こ
の
地
を
ク
ピ
ラ
イ
以
前
に
統
治
し
て
い
た

と
い
う
こ
と
、
(
三
)
モ
ン
ゴ
リ
ア
を
含
め
て
中
国
全
体
を
考
え
た
場
合
、
燕

京
地
区
は
そ
の
中
心
に
位
置
す
る
と
い
う
こ
れ
ら
従
来
説
に
加
え
て
、
(
四
)

ク
ピ
ラ
イ
政
権
を
生
み
出
す
母
胎
と
な
っ
た
軍
団
が
の
も
の
上
都
地
区
k
燕
京

地
区
を
根
拠

ιし
て
い
た
か
ら
と
す
る
。

つ
い
で
、
大
都
皇
城
が
な
ぜ
南
に
偏
在
し
て
い
る
か
と
い
う
問
題
に
は
、
初

期
の
ク
ピ
ラ
イ
の
冬
営
地
で
あ
る
腫
華
島
を
私
的
な
空
間
と
し
て
最
優
先
に
固

い
込
ん
だ
結
果
、
皇
城
区
が
設
定
さ
れ
、
そ
の
後
『
周
礼
』
プ
ラ
ン
に
も
と
づ

い
て
市
街
区
プ
ラ
ン
が
定
め
ら
れ
た
と
す
る
。
最
後
に
何
の
た
め
に
大
都
が
築

か
れ
た
か
と
い
う
問
題
に
は
、
「
集
史
』
に
「
ク
ピ
ラ
イ
は
お
の
れ
の
名
声
の

た
め
に
、
そ
の
(
中
都
)
そ
ば
に
も
う
ひ
と
つ
の
町
を
立
て
た
。
そ
の
名
は
ダ

イ
ド
ゥ
で
あ
る
」
と
あ
る
そ
の
理
由
を
採
用
し
、
さ
ら
に
当
時
の
ク
ピ
ラ
イ
が

即
位
す
る
際
、
ア
リ
ク
プ
ガ
と
政
権
を
争
っ
た
と
い
う
即
位
に
ま
つ
わ
る
不

分
明
さ
を
払
試
す
る
た
め
と
い
う
政
治
状
況
か
ら
考
え
て
、
「
至
元
四
年
正
月
、

新
年
の
朝
儀
に
参
集
し
た
一
族
諸
王
の
面
前
で
新
首
都
建
設
を
発
表
す
る
の
は

客
観
状
況
と
し
て
よ
く
筋
が
通
る
」
と
述
べ
る
。
そ
し
て
こ
の
大
都
は
、
モ
ン

ゴ
ル
人
が
住
む
た
め
の
都
市
で
は
な
く
、
帝
国
の
偉
容
を
示
す
た
め
の
都
市
で

あ
っ
た
と
す
る
。
懸
案
と
な
っ
て
い
た
都
市
プ
ラ
ン
の
問
題
に
つ
き
、
村
田
治

郎
の
示
唆
を
得
た
と
し
つ
つ
、
大
都
の
中
心
で
あ
る
皇
域
部
分
に
モ
ン
ゴ
ル
的

な
要
素
の
存
在
を
見
出
し
た
点
は
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ
た
点
と
し
て
注
目
さ
れ

よ
う
。
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
福
田
美
穂
に
よ
る
研
究
に
よ
っ
て
あ

と
づ
け
ら
れ
て
い
っ
た
。

愛
宕
松
男
・
陳
高
華
杉
山
正
明
の
諸
研
究
に
よ
り
、
大
都
研
究
は
よ
う
や

く
平
面
プ
ラ
ン
の
問
題
か
ら
脱
却
し
、
歴
史
学
的
考
察
の
端
緒
に
つ
い
た
と
い

え
る
で
あ
ろ
う
。
陳
と
杉
山
の
両
者
に
共
通
す
る
の
は
、
そ
の
立
脚
点
が
漢
民

族
側
か
ら
か
モ
ン
ゴ
ル
民
族
側
か
ら
か
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
大
都
を
計
画

的
な
都
市
と
見
な
す
点
で
あ
る
。
中
で
も
、
杉
山
は
こ
の
の
ち
数
々
の
著
作
で

自
説
の
さ
ら
な
る
展
開
を
図
っ
て
い
く
。
杉
山
の
主
張
で
は
、
大
都
が
完
撃
な



計
画
都
市
で
あ
る
こ
と
、
元
朝
に
よ
る
国
家
建
設
事
業
の
中
で
も
大
都
の
建
設

が
最
大
の
眼
目
で
あ
っ
た
こ
と
を
強
調
す
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
例
え
ば
『
ク

ピ
ラ
イ
の
挑
戦
1
1
1
モ
ン
ゴ
ル
海
上
帝
国
へ
の
道
』
(
朝
日
選
書
、
一
九
九
五

年
)
で
は
、
大
都
は
ま
っ
た
く
の
「
さ
ら
地
」
か
ら
ペ
ー
パ
ー
プ
ラ
ン
を
大
地

に
ひ
き
う
つ
し
た
、
純
然
た
る
計
画
都
市
で
あ
っ
た
と
し
、
形
の
上
で
は
純
然

た
る
中
国
の
国
都
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
モ
ン
ゴ
ル
型
の
都
城
を
組
み
入
れ
た
と

す
る
。
そ
し
て
、
城
内
の
積
水
揮
が
通
恵
河
を
経
て
、
海
に
通
じ
て
い
る
こ
と

に
着
目
し
、
大
都
が
ユ
ー
ラ
シ
ア
世
界
全
体
の
中
心
と
し
て
設
定
さ
れ
た
と
い

う
壮
大
な
構
想
を
描
い
て
い
く
白
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
研
究
で
大
都
研
究
が
完
結
す
る
わ
け
で
は
、
当
然
あ
り

え
な
い
。
最
後
に
こ
れ
ま
で
の
大
都
研
究
に
お
い
て
欠
落
し
て
い
る
点
と
問
題

点
と
を
指
摘
し
な
が
ら
、
今
後
進
む
べ
き
方
向
を
模
索
し
て
い
く
。

四

問
題
点
と
こ
れ
か
ら
の
研
究
に
向
け
て

527大都研究の現状と課題

率
直
に
言
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
け
る
問
題
点
は
、
歴
史
的
推
移
の

中
に
大
都
を
位
置
づ
け
る
視
点
の
欠
落
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
何
時
の
時
点
で

建
て
ら
れ
た
建
物
か
の
検
討
を
経
ず
し
て
、
地
図
を
描
く
と
い
う
作
業
が
な
さ

れ
て
い
る
点
に
最
大
の
問
題
が
あ
る
。
こ
れ
は
大
都
研
究
を
行
う
際
の
史
料
の

編
纂
年
代
に
注
意
が
払
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
起
因
す
る
。

こ
れ
ま
で
の
大
都
研
究
は
基
本
史
料
た
る
『
元
史
』
を
除
け
ば
、
主
と
し

て
三
つ
の
史
料
に
依
っ
て
き
た
。
す
な
わ
ち
『
南
村
綴
耕
録
』
巻
二
一
の
「
宮

閥
制
度
」
、
『
故
宮
遺
録
』
及
び
『
析
津
志
』
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
の

史
料
の
ほ
と
ん
ど
が
、
元
後
半
期
か
ら
末
期
に
か
け
て
の
編
纂
で
あ
る
た
め

(
旦
、
こ
れ
ら
の
史
料
に
依
拠
し
た
著
述
を
す
れ
ば
、
い
き
お
い
元
後
半
の
大

都
の
像
し
か
描
き
え
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
た
と
え
こ
れ
ら
の
史
料
で
「
点
」

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
て
も
、
大
都
が
ど
む
よ
う
な
展
開
を
遂
げ
て

い
っ
た
の
か
を
「
線
」
と
し
て
追
跡
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
数

あ
る
先
行
研
究
も
、
時
間
軸
を
意
識
し
て
陵
史
的
流
れ
の
中
で
大
都
が
ど
の
よ

う
に
発
展
し
て
い
〈
か
、
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
た
発
想
が
こ
れ
ま
で
に
は
な

か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
か
ら
は
、
史
料
の
編
纂
年
代
に
注
意
を
払
い
、
一

つ
一
つ
の
建
築
物
申
建
設
年
代
を
確
認
し
な
が
ら
、
大
都
の
復
元
研
究
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
。

こ
う
し
た
考
察
を
踏
ま
え
、
前
後
の
時
代
に
視
野
を
広
げ
た
視
点
も
必
要
で

あ
る
う
。
つ
ま
り
、
近
年
特
に
注
意
さ
れ
つ
つ
あ
る
、
金
の
中
都
か
ら
元
の
大

都
へ
、
も
し
く
は
元
の
大
都
か
ら
明
・
清
の
北
京
城
へ
の
連
続
面
で
あ
る
。

連
続
面
に
つ
い
て
は
、
都
域
全
体
は
も
と
よ
り
、
個
々
の
建
築
物
が
ど
の

よ
う
に
し
て
、
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
を
具
体
的
に
考
察
す
る
こ
と
も
重

要
で
あ
る
と
考
え
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
近
年
い
く
つ
か
の
研
究
が
発
表
さ

れ
て
き
た
。
李
受
平
・
常
欣
「
元
明
宮
城
周
長
比
較
」
(
『
故
宮
博
物
院
院
刊
』

二
0
0
0
1五
)
は
、
こ
れ
ま
で
元
の
宮
城
が
明
白
宮
城
に
継
承
さ
れ
て
い

た
と
無
批
判
に
受
容
さ
れ
て
い
た
説
に
再
検
討
を
加
え
、
そ
れ
が
若
干
南
に
移

動
し
て
い
る
こ
と
を
、
文
献
の
計
測
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
し
た
。
一
方
日
本

で
も
、
新
宮
学
「
明
初
の
燕
王
府
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
(
『
東
洋
史
研
究
』
六

O

一、三

O
O
一
年
。
の
ち
『
北
京
遷
都
の
研
究

|
l近
世
中
園
田
首
都
移
転
』

汲
古
書
院
、
二

O
O四
年
、
所
収
)
が
、
明
の
燕
玉
府
は
、
従
来
述
べ
ら
れ
て

い
た
皇
太
子
宮
の
隆
福
富
で
は
な
く
、
宮
城
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
を
論
証
す

る
。
こ
の
よ
う
な
手
法
を
参
考
に
し
つ
つ
、
元
の
大
都
の
建
物
が
、
明
代
に

な
っ
て
ど
の
よ
う
に
継
承
さ
れ
て
い
き
、
ま
た
継
承
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
の
基

礎
的
考
察
が
今
後
は
求
め
ら
れ
て
い
く
で
あ
ろ
う
。

最
後
に
、
建
築
学
や
考
古
学
等
の
他
分
野
と
の
交
流
を
深
め
て
い
く
こ
と
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は
、
今
後
の
研
究
の
進
展
に
際
し
て
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
白
一
っ
と
考
え
ら
れ

る
。
近
年
再
び
建
築
学
の
見
地
か
ら
、
大
都
ひ
い
て
は
北
京
を
研
究
す
る
指

向
が
現
れ
て
き
て
い
る
。
侍
累
年
「
元
大
都
大
内
宮
殿
的
復
元
研
究
」
(
『
考

古
学
報
』
一
九
九
三
て
の
ち
『
侍
藁
年
建
築
史
論
文
集
』
文
物
出
版
社
、

一
九
九
八
年
、
所
収
)
は
数
値
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
宮
城
の
建
物
の
図
面
を
復
元

し
た
研
究
で
あ
る
。
ま
た
、
考
古
学
的
研
究
に
つ
い
て
も
、
レ
ン
ガ
の
生
成
時

期
を
手
掛
か
り
に
建
物
の
建
設
年
代
を
推
定
し
て
い
く
手
法
を
導
入
し
、
『
モ

ン
ゴ
ル
帝
国
史
白
考
古
学
的
研
究
』
(
同
成
社
、
二

O
O
二
年
)
と
し
て
結
実

し
た
、
白
石
典
之
の
研
究
は
大
い
に
注
目
さ
れ
よ
う
。

以
上
自
身
の
関
心
に
ひ
き
つ
け
る
あ
ま
り
、
は
な
は
だ
粗
雑
な
も
の
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
が
、
大
都
に
関
す
る
研
究
動
向
と
課
題
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。

国
都
で
あ
る
大
都
の
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
つ
ま
り
元
朝
の
そ
れ
に

繋
が
っ
て
い
く
の
は
疑
い
な
い
。
今
後
の
元
朝
史
研
究
の
進
展
の
た
め
に
も
、

大
都
に
つ
い
て
の
議
論
が
活
発
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

注(
1
)

新
宮
学
「
一
六
年
四
準
備
を
へ
て
刊
行
さ
れ
た
十
巻
本
北
京
通
史
」

(
『
東
方
』
一
八
六
、
一
九
九
六
年
)
。

(
2
)

村
田
治
郎
『
法
隆
寺
建
築
様
式
論
孜
』
(
中
央
公
論
美
術
出
版
、

一
九
八
六
年
)
の
川
上
貢
執
筆
に
よ
る
「
あ
と
が
き
」
に
よ
る
。

(
3
)

駒
井
和
愛
『
浪
坪
』
(
問
博
士
記
念
会
、
一
九
七
七
年
)
の
「
年
譜
」
、

及
び
山
根
徳
太
郎
「
花
を
求
む
る
心
』
(
問
先
生
顕
彰
会
、
一
九
九
七

年
)
叩
「
略
年
譜
」
を
参
照
。
な
お
、
村
田
と
駒
井
の
経
歴
や
研
究
内

容
に
つ
い
て
は
徐
蘇
斌
『
日
本
対
中
国
城
市
与
建
築
的
研
究
」
(
中
国

水
利
水
電
出
版
社
、
一
九
九
九
年
)
も
参
照
し
た
。

(4)

闘
鐸
は
、
中
国
営
造
学
社
の
文
献
部
主
任
で
、
日
本
留
学
の
経
験
か

ら
臼
本
人
研
究
者
'
と
の
交
流
に
積
極
的
で
あ
っ
た
と
い
う
。
中
国
営
造

学
祉
の
沿
革
は
、
徐
蘇
斌
「
東
洋
建
築
史
学
白
成
立
に
見
る
ア
カ
デ

ミ
ー
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
|
|
関
野
卓
と
中
国
建
築
史
研
究
」
(
『
日
本

研
究
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
二
六
、
二

O
O
二
年
)
、

及
び
窪
勇
『
中
国
営
造
学
社
研
究
』
(
東
南
大
学
出
版
社
、
二

O
O四

年
)
を
参
照
。

(
5
)

「
瑛
子
」
が
王
壁
文
の
字
で
あ
る
こ
と
は
、
前
註
雀
勇
『
中
国
営
造

学
社
研
究
』
一
六
八
頁
に
よ
っ
て
知
り
え
た
。

(
日
)
こ
の
論
文
は
、
徐
苧
芳
の
後
記
に
よ
れ
ば
、
越
正
之
は
一
九
六
二
年

に
亡
く
な
っ
て
い
て
、
そ
由
選
稿
を
一
九
六
六
年
に
な
っ
て
徐
翠
芳
が

ま
と
め
た
と
い
う
。

(
7
)

妹
尾
達
彦
「
環
境
の
歴
史
学
」
(
『
ア
ジ
ア
遊
学
』
ニ

O
、ニ

0
0
0

年
)
の
著
述
を
参
照
。

(
8
)

愛
宕
松
男
に
も
中
国
で
の
滞
在
経
験
が
あ
る
。
自
ら
の
回
顧
に
よ
れ

ば
、
昭
和
十
四
年
八
月
下
旬
か
ら
二
ヶ
月
聞
に
渡
っ
て
華
北
地
方
を
調

査
し
た
体
験
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
遊
牧
社
会
経
済
の
研
究
か
ら
征
服

王
朝
の
制
度
史
に
研
究
方
向
を
転
換
し
た
と
と
を
述
べ
て
い
る
。
愛
宕

松
男
「
チ
ャ
ハ
ル
草
原
瞥
見
記
」
(
『
松
田
寿
男
著
作
集
一
』
六
興
出

版
、
一
九
八
六
年
所
収
の
月
報
)
を
参
照
。

(
9
)

大
都
に
関
わ
る
史
料
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
王
燦
織
『
燕
都
古
籍

考
』
(
京
華
出
版
社
、
一
九
九
五
年
)
を
参
照
。


